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はじめに

　トビムシは節足動物門、昆虫亜門（六脚亜門）、内

顎綱、トビムシ目（粘管目）に属する無翅のグループ

である。体長はわずか１〜２mm程度で、主に土壌中

や地表面に生息するが、樹上、洞穴、水面、雪面、ア

リの巣内、海岸の漂着海藻などにも生息し、海岸から

高山まで、熱帯から極地域までさまざまなところに生

息する。形態的に昆虫と同じく頭部、胸部、腹部の

３部からなり、胸部腹面に３対の肢を備える。胸部背

面に翅がないので飛ぶことはできないが、種により腹

部腹面に強力な跳躍器を備えで体長の数十倍を跳ねる

ことができる。しかし、土壌中の種は跳躍器のない種

や未発達の跳べない種が多い。すべてのトビムシに

共通な器官は腹部第１節の腹面に腹管（粘管）と呼ば

れる器官を持つのが最大の特徴で、この器官で他物に

付着して体を安定にする。また、個体数が多く（個体

密度が高い）、普通地表面１㎡当り成虫・幼虫を含め

３万〜５万個体が生息するので、環境指標に利用され

る。なお、日本では約300数十種のトビムシが報告さ

れ、すべての種が図とその記載がなされている（青木

2015）。

　十勝地方からのトビムシは、これまで菱 拓雄や

筆者らにより足寄町を中心に13科94種のトビムシ

が報告されている（Hishi, et al. 2012; Uchida et Suma 

1973; 須摩 1984,1994,1995; 須摩・山崎 2013）。

　今回の報告は、帯広市内の道路の拡幅工事により天

然カシワ林の伐採のため、その影響の事前環境調査で

ある（帯広市, 2016）。その調査の際に採取された土

壌サンプルからトビムシが多数抽出され、その液浸標

本の提供を受けた。そのトビムシ類を基にして報告す

るものである。

調査地の概要と方法

　調査地の「帯広農高カシワ天然林」は帯広市稲多町

西１線８の１の文教・住宅地に位置し、標高約70ｍ、

面積11.91haのカシワを主な樹種にした自然林である

（図１）。文教・住宅地内の孤立した自然林とは言え今

ではこの地方の原風景であり、数少ない自然林である
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図１．帯広農高カシワ林と調査地 〇
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写真１．北側林縁エリアの景観（撮影：大西 純氏）
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ことから、北海道は昭和49年（1974年）３月30日に

環境緑地保護地区「帯広農高カシワ天然林」として一

画を指定し、保護している。

　今回の調査地（帯広圏都市計画道路３・３・47学

園通、調査範囲延長274ｍ×幅40ｍ＝10.960㎡）は、

帯広農高カシワ天然林の北側に位置するところで、学

園通りの道路に面するところである。調査地を異なる

環境状態の特徴を西から「北側林縁エリア」、「段丘エ

リア」、「湿性林エリア」の３エリアに分け、そのエリ

アからそれぞれ複数の土壌サンプルを採取した。３エ

リアの地形・植生の特徴は以下の通りである（帯広市 

2016）。

　北側林縁エリア：全体に平坦な地形、植生としては

高木層〜亜高木層にはカラマツ、カシワ、ミズナラ、

ハリギリ、低木層〜草本層にはミヤマザクラ、ホオノ

キ、ナナカマド、ヤマウルシ、オニグルミ、ネムロブ

シダマ、ヤマハギ、ミヤコザサ、オオヨモギ等が生育

している（写真１）。

　段丘エリア：地形は高低差５〜６ｍ程度の段丘斜面

となっている。植生としては、高木層〜亜高木層には

ヤチダモ、ミズナラ、低木層〜草本層にはエゾノコリ

ンゴ、ヤマグワ、ミヤマザクラ、ケヤマウコギ、ヤマ

ブドウ、アキタブキ、ミヤコザサ等が生育している。

　湿性林エリア：全体に平坦な地形になっている。エ

リア内には神社の川を水源とした池や湿地地帯が分布

している。植生としては、高木層〜亜高木層にはカシ

ワ、ミズナラのほか、池や湿地周辺にはハンノキが分

布している。低木層〜草本層にはノリウツギ、キタコ

ブシ、クサソテツ、アキタブキ、ミヤコザサ、イネ科

等が生育している。

　採取した土壌サンプルは地表面（リター層・土壌層）

を無定量に、それぞれ約１リットルを採取した（比較

検討するため出来るだけ等しい量の土壌サンプルを採

取した）。広い北側林縁エリアから４土壌サンプル（サ

ンプル記号①②⑤⑥）、段丘エリアから２土壌サンプ

ル（サンプル記号③⑦）、湿性林エリアから２土壌サ

ンプル（サンプル記号④⑧）の合計８土壌サンプルで

ある。なお、土壌サンプルの採取位置は各エリア内の

ほぼ中央とし、サンプル①〜④が学園通りの道路端か

ら約５ｍのところで、それらのサンプルを「前列サン

プル①〜④」とし、一部林縁植生も含む。また、サン

プル⑤〜⑧の位置は、学園通りの道路端から約15ｍ

の奥地ところで、これらを「後列サンプル⑤〜⑧」と

し、主にカシワを主体とした高木林で、「環境緑地保

護地域」として保全されている天然カシワ林である。

　調査日（土壌サンプル採取日）は2016年10月15日

である。

　採取したそれぞれの土壌サンプルは直ちにツルグレ

ン装置にかけ、土壌動物を抽出した。抽出時間は２〜

３日を要し、抽出された土壌動物は100％イソプロパ

ノールで固定保存した。固定保存された液浸より、ピ

ペットでトビムシをすべて分け取り、ホイヤー液を

封入剤として１〜７枚の集合プレパラートを作製し

た（青木 2006）。プレパラートは24枚（No.5109〜

5132）で、トビムシ標本（プレパラート）は筆者が

保管している。

結果と考察

　今回の３エリア、８土壌サンプルから11科39種（sp. 

cf. 幼虫を含む）、1,316個体のトビムシがツルグレン

により抽出され、その内種まで同定されたのは、10

科21種であった。これらより幾つかの知見が得られ

たので、項目に分け考察する。なお、巻末に土壌サ

ンプル①〜⑧別のトビムシとその個体数を掲げた（別

表）。

１．全トビムシの科構成、種構成の特徴

　科構成はツチトビムシ科が９種913個体（全体の

69.4％以下同じ）で、個体数で７割近くを占めた（図

２）。次にシロトビムシ科（７種）、ムラサキトビム

シ科（２種）、アヤトビムシ科（５種）がそれぞれ個

体数は114個体（8.7％）、104個体（7.9％）、68個体

（5.2％）と続いた。これまでどの調査地もツチトビム

シ科が多いが、今回は他の調査地よりツチトビムシ科

の個体が少し多い科構成であった（他は全体の50〜

60％）（須摩 2019）。

　種構成はツチトビムシ科のコサヤツメトビムシ（成

虫、幼虫を含め）の752個体（57.1％）で、半分以上

占めた（図３）。次に同科のハイイロツチトビムシ、

シロトビムシ科のヤツメシロトビムシ、ムラサキトビ

ムシ科のカッショクヒメトビムシの順でそれぞれ116

個体（8.8％）、70個体（5.3％）、63個体（4.8％）で

ある。この様にコサヤツメトビムシが全個体数の半分

以上占めたのが最大の特徴であった。他の調査地では、

ツチトビムシ科のベソッカキトビムシなどのフォルソ

ムトビムシ属が優占種となるが、帯広農高カシワ天然

林はコサヤツメトビムシが最優占種となった。
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２．３エリア別のトビムシの特徴

　北側林縁エリア、段丘エリア、湿性林エリアの３エ

リア毎のトビムシの種数・個体数を見てみた。なお、

北側林縁エリアの土壌サンプルが４サンプルなので

（他は２サンプル）、半分にして他の２エリアと比較検

討した。その結果、北側林縁エリアのトビムシ種数

は21種で個体数が77.5個体、段丘エリアの種数は24

種で個体数が227個体、湿性林エリアの種数は27種

で個体数が934個体であった（図４）。特に、湿地林

エリアの個体数は全体の71％を占めた。これらから、

北側林縁エリアより段丘エリアが、それより湿性林エ

リアにトビムシ種数が多くなり、個体数は３倍、12

倍と多くなった。このことから、トビムシにとって湿

性林エリアが良好な環境と言える。

　その内、最優占種であるコサヤツメトビムシは北側

林縁エリアではゼロ、段丘エリアではその地の19.4％

図２．トビムシの科構成（％）
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であったが、湿地林エリアにおいてはその地の76.0％

を占め、この湿地林エリアでも最優占種であった。

　他の種では、オゼフォルソムトビムシが段丘エリア

で多く、アヤトビムシ科（４種）は段丘エリアと湿地

林エリアに多く、ヒメマルトビムシ属の一種は北側林

縁エリアに偏っていた（別表）。この様にエリア毎の

種の偏り特徴も多少あった。また、比較的個体数が多

く、３エリアに広く分布していたのは、ムラサキトビ

ムシ科のカッショクヒメトビムシ（個体数順４位、以

下同じ）とコオニムラサキトビムシ（６位）、シロト

ビムシ科のヤツメシロトビムシ（３位）、ツチトビム

シ科のハイイロツチトビムシ（２位）であった。

３．前列と後列土壌サンプル別のトビムシの特徴

　土壌動物は各園通りの道路面から太陽光、風と湿度

や自動車の排気ガス等の影響を考えて、道路端から

約５ｍのところから採取した前列サンプル①〜④と、

道路端から約15ｍの奥地のところから採取した後列

サンプル⑤〜⑧の２グループに分け比較検討をした。

その結果、前列サンプル①〜④からはトビムシ31種、

497個体、後列サンプル⑤〜⑧からは28種、819個体

であった（図５）。トビムシ種数には大きな差はないが、

個体数の差が大きいことから太陽光などの光・風・湿

度や自動車の排気ガス等の影響が表れたと思われる。

最優占種のコサヤツメトビムシは前列サンプルか

ら307個 体（40.8 ％）、 後 列 サ ン プ ル か ら445個 体

（59.2％）であり、道路端から遠い後列が多かった。

オゼフォルソムトビムシ（個体数順７位）は後列サン

プルからだけであった。この種は明るいところより、

暗いところを好む種と思われる。

　これらのことから、樹木の伐採が土壌動物に少なか

らず影響を与えることが十分予想される。

４．特徴あるトビムシ

　今回の調査で同定されたのは、10科21種であった。

その内十勝管内未記録種は以下の２種である。

　ヤマトビムシ亜科のニッポンチビヤマトビムシ

Micranurida japonica Tamura, 1998が ３ 個 体 と、 ト

ゲ ト ビ ム シ 科 の キ ノ シ タ ト ゲ ト ビ ム シTomocerus 

(Tomocerus) kinoshitai Yosii, 1946 が１個体で、２種と

も湿地林エリアであった。これにより十勝地方からの

トビムシ種数は13科96種になった。

　特徴ある種として、ツチトビムシ科のコサヤツメト

ビムシである（写真２）。一般に、ツチトビムシ科の

ベソッカキトビムシなどのフォルソムトビムシ属が優

占種となるが、今回の帯広農高カシワ天然林はコサヤ

ツメトビムシが最優占種となった。

　次にヤマトビムシ亜科のシリトゲトビムシ亜属の一

種Friesea (Friesea) sp. である（図６）。シリトゲトビ

ムシ亜属は日本から跳躍器端節のないヤマトシリトゲ

トビムシが１種報告されている。今回、同亜属で跳躍

器端節のある種が千歳市泉沢に引き続き見つかった

（須摩・松本 2016）。この種は今回が北海道内２か所

目であり、道内の落葉広葉樹林に広く分布している

と思われる。今回は全エリアから23個体（体長0.6〜

1.2mm）が抽出された。

写真２．コサヤツメトビムシ

図６．シリトゲトビムシ属の一種（須摩他，2016）

0.2mm

全体（側面）

←  跳躍器端節
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要　約

1） 11科39種（sp. cf. を含む）、1,316個体のトビムシ

がツルグレンにより抽出され、その内種まで同定

されたのは、10科21種であった。

2） 科構成はツチトビムシ科が９種913個体（全体の

69.4％）で、個体数で全体の７割近くを占めた。

3） 種構成はツチトビムシ科のコサヤツメトビムシ（成

虫、幼虫を含め）の752個体（57.1％）で、全体

の６割近くを占め、最優占種であった。

4） ３エリア別の種数・個体数から、北側林縁エリア

より段丘エリアが、それより湿性林エリアがトビ

ムシにとって、良好な環境であった。最優占種の

コサヤツメトビムシは湿地林エリアで76.0％を占

めた。

5） 前列と後列別では個体数の差が大きいことから太

陽光などの光・風・湿度や自動車の排気ガス等の

影響が表れたと思われ、樹木の伐採が土壌動物に

影響を与えることを示す。

6） 十勝管内未記録種はニッポンチビヤマトビムシと

キノシタトゲトビムシの２種であった。十勝地

方からのトビムシ種数は２種を含め13科96種に

なった。

7） シ リ ト ゲ ト ビ ム シ 亜 属 の 一 種 Friesea (Friesea) 

sp.が千歳市泉沢に引き続き見つかり、道内２か所

目になった。
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別表．帯広農高カシワ天然林のトビムシと個体数




